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ことが確認される。 













































 Ⅰ 論文の概要 






























































 終章では結論として、以下の 3 点を挙げた。第 1 に、明治前期に「浮浪・乞食」への公的介入があ
る程度実施されたのは、「浮浪・乞食」が脱籍無産の徒の一部として認識され、他方で江戸期の「浮浪・
乞食」への強制労働の継続による。第 2 に、その公的介入の特徴は、「処罰」と「救済」の区分が明
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３．公的介入の主体である明治政府の行政機構がまだ形成途上にあったことへの言及はあるが、その
主体自体の分析が弱く、明治初期から存在した監獄の管轄主体をめぐる内務省と司法省の議論、また
当時内務省の中で「救貧」「警察」「監獄」などがどのように関連し合っていたのかにもっと言及する
必要があった。特に慈善事業から社会事業への展開において、警察官僚の果たした役割が大きいこと
を考慮すれば、この側面への分析が不可欠ではなかったか。 
４．多くの史料を利用しているが、史料批判やその正確な使い方について、さらに注意深くする必要
がある。またいくつかの用語の使い方や表現方法については、なお検討が必要なことが指摘された。 
  
 以上のような課題はあるが、本論文のテーマは、すぐ後の時代の「感化救済事業」の理解だけでな
く、「刑余者」問題が新たな社会福祉の課題として浮上している現代にも発展しうる先駆的研究として
十分評価できる。よって、本審査委員会は、全員一致で、本論文が博士（社会福祉学）の学位を授与
するに値するものと判断した。 
 
 
 
